
 
 
す 

電気火災を防ぐために（プラグ・コード編） 

令和６年中の出火原因では、電気関係からの出火が１０１件となっており出火原因の

１位となりました。昨年に比べると８件増加しており、近年増加している充電式電池か

らの出火のほか、依然として配線器具・電気配線からの出火が多い状況です。 

今月号では、前月号（充電式電池編）に引き続き、電気火災への火災予防対策につい

てご紹介します。 

 

●出火原因の１位は電気関係 

 

 

 

 

 

 

●電気火災の傾向について 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルタップやコンセントなどの“配線器具”や、電源コードなどの“電気配線”

からの出火は、日常の自己点検で防止することができますので、裏面では火災予防対

策についてご紹介します。 
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第１１９号  

主な出火原因の件数は、次のとおりです。 

１位 電気関係 １０１件（前年比 ８件増） 

２位 こ ん ろ  ６３件（前年比  ５件減） 

３位 放 火  ６０件（前年比1４件増） 

４位 た ば こ  ４３件（前年比  ９件増） 

５位 ストーブ  ２６件（前年同数） 
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令和６年（速報値）

電気火災の件数内訳は、次のとおりです。 

１位 電気機器（充電式電池等）    ３１件 

２位 配線器具（テーブルタップ類） ２６件 

３位 電気配線（電源コード類）    ２１件 

４位 電気装置（分電盤類）      ５件 

５位 その他           １８件 

（速報値） 



※ テーブルタップの交換目安：３～５年（日本配線システム工業会より） 

出典：消防庁ホームページ(https://www.fdma.go.jp/)「住宅における電気火災の原因と予防対策 リーフレット」 

(消防庁：https://www.fdma.go.jp/publication/movie/juutaku_bouka/items/r06_denkikasai_leaflet.pdf)を加工して作成 

 

 

 

自己点検の奏功事例 

～折れ曲がったコード～               ～耐用年数を超えたテーブルタップ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期間折れ曲がった状態

で使用されており、自己

点検で発見したもの。 

このままの状態で使用し

続けていた場合、コンセ

ントの配線がショートし

出火する危険があった。 

市民が主役の火災予防 
① 火災予防行事・活動に参加しましょう  ④ 防炎品を使用しましょう 
② 火災予防の知識・行動要領を身につけましょう ⑤ 放火されない環境をつくりましょう 
③ 消火器などの防災機器を備えましょう  ⑥ 火災から高齢の方などを守りましょう 
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総務省消防庁のホームページにて詳しく動画で解説しています！                 こちらをCheck！▶▶▶ 

URL:https://www.fdma.go.jp/publication/movie/juutaku_bouka/post-7.html 

耐用年数（※）を超えた状態

で、たこ足配線をして使用

し続けていたもの。自己点

検により、差込部が熱によ

り溶け、変色しているのを

発見したもの。 

このままの状態で使用し続

けていた場合、接触不良等

で出火する危険があった。 


